
平
成
三
十
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
一
号

産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
及
び
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
四
条
）

第
二
章
　
削
除

第
二
章
の
二
　
事
業
適
応
の
円
滑
化

第
一
節
　
事
業
適
応
計
画
（
第
十
一
条
の
二―

第
十
一
条
の
六
）

第
二
節
　
特
例
措
置
（
第
十
一
条
の
七―

第
十
一
条
の
二
十
一
）

第
三
章
　
事
業
再
編
の
円
滑
化

第
一
節
　
事
業
再
編
計
画
（
第
十
二
条―

第
二
十
一
条
）

第
二
節
　
特
例
措
置
（
第
二
十
二
条―

第
四
十
一
条
）

第
四
章
　
創
業
等
の
支
援
（
第
四
十
二
条―

第
四
十
六
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
四
十
七
条―

第
五
十
二
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
条
　
削
除

（
関
係
事
業
者
に
関
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
関
係
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
十
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
関
係
と
す
る
。

一
　
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の
五
十
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
又
は
出
資
を
事
業
者
が
有
す
る
関
係

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
、
か
つ
、
他
の
事
業
者
の
役
員
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
を
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
が
占
め
る
関
係
（
ロ
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
事
業
者
が
第
三
の
事
業
者
（
当
該
事
業
者
及
び
当
該
他

の
事
業
者
以
外
の
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
共
同
し
て
金
銭
以
外
の
資
産
の
出
資
に
よ
り
設
立
し
た
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
を
当
該
事
業

者
及
び
当
該
第
三
の
事
業
者
が
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
事
業
者
の
役
員
の
総
数
の
う
ち
に
当
該
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
の
占
め
る
割
合
が
、
当
該
他
の
事
業
者
の
役
員
の
総
数
の
う
ち
に
他
の
い
ず
れ
か
一
の
事

業
者
の
役
員
又
は
職
員
の
占
め
る
割
合
以
上
で
あ
る
関
係
）

イ
　
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
未
満
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
又
は
出
資
を
当
該
事
業
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
事
業
者
の
有
す
る
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
数
、
出
資
口
数
又
は
出
資
価
額
が
、
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の
二
十
以
上
百
分
の
四
十
未

満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
い
ず
れ
か
一
の
事
業
者
が
有
す
る
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
数
、
出
資
口
数
又
は
出
資
価
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の
五
十
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
又
は
出
資
を
、
子
会
社
（
事
業
者
が
第
一
号
に
規
定
す
る
関
係
又
は
前
号
イ
若
し
く
は
ロ

に
該
当
し
、
か
つ
、
役
員
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
を
当
該
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
が
占
め
る
関
係
を
有
し
て
い
る
他
の
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
子
会
社
及
び
当
該
事
業
者
が
有
す
る

関
係

四
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
、
か
つ
、
他
の
事
業
者
の
役
員
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
を
子
会
社
又
は
子
会
社
及
び
当
該
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
が
占
め
る
関
係

イ
　
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
未
満
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
又
は
出
資
を
子
会
社
又
は
子
会
社
及
び
当
該
事
業
者
が
有
し
て

い
る
こ
と
。

ロ
　
子
会
社
又
は
子
会
社
及
び
当
該
事
業
者
の
有
す
る
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
数
、
出
資
口
数
又
は
出
資
価
額
が
、
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
総
数
、
出
資
口
数
の
総
数
又
は
出
資
価
額
の
総
額
の
百
分
の

二
十
以
上
百
分
の
四
十
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
い
ず
れ
か
一
の
事
業
者
が
有
す
る
当
該
他
の
事
業
者
の
発
行
済
株
式
の
数
、
出
資
口
数
又
は
出
資
価
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
外
国
関
係
法
人
に
関
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
関
係
）

第
四
条
　
法
第
二
条
第
十
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
関
係
と
す
る
。

一
　
外
国
法
人
の
発
行
済
株
式
若
し
く
は
持
分
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。
）
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
五
十
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
等
を
事
業
者
が
有
す
る
関
係

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
、
か
つ
、
外
国
法
人
の
役
員
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
を
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
が
占
め
る
関
係

イ
　
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
未
満
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
等
を
当
該
事
業
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
事
業
者
の
有
す
る
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
額
が
、
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
二
十
以
上
百
分
の
四
十
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
い
ず
れ
か
一
の
事
業
者
が
有
す
る
当
該
外

国
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
外
国
法
人
の
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
五
十
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
等
を
、
子
会
社
若
し
く
は
外
国
子
会
社
（
事
業
者
が
前
二
号
に
規
定
す
る
関
係
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
の
外
国
法
人
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
会
社
等
」
と
い
う
。
）
又
は
子
会
社
等
及
び
当
該
事
業
者
が
有
す
る
関
係

1



四
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
、
か
つ
、
外
国
法
人
の
役
員
等
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
を
、
子
会
社
等
又
は
子
会
社
等
及
び
当
該
事
業
者
の
役
員
等
又
は
職
員
が
占
め
る
関
係

イ
　
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
未
満
に
相
当
す
る
数
又
は
額
の
株
式
等
を
、
子
会
社
等
又
は
子
会
社
等
及
び
当
該
事
業
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
子
会
社
等
又
は
子
会
社
等
及
び
当
該
事
業
者
の
有
す
る
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
額
が
、
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
二
十
以
上
百
分
の
四
十
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
い
ず
れ
か

一
の
事
業
者
が
有
す
る
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
二
章
　
削
除

第
五
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
　
削
除

第
二
章
の
二
　
事
業
適
応
の
円
滑
化

第
一
節
　
事
業
適
応
計
画

（
事
業
適
応
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
（
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
十
八
に
よ
る
認
定
申
請
書
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
認
定
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
認
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
関
す
る
計
画
の
う
ち
、
認
定
事
業
適
応
関
連
措
置
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
求
め
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
も
の
（
以
下
「
資

金
の
貸
付
け
の
求
め
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
事
業
者
の
定
款
の
写
し
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

二
　
当
該
事
業
者
の
直
近
の
事
業
報
告
の
写
し
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
ら
の
書
類
を
作
成
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
）

三
　
当
該
事
業
適
応
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
が
相
当
程
度
向
上
す
る
こ
と
又
は
新
た
な
需
要
を
相
当
程
度
開
拓
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

四
　
当
該
事
業
適
応
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
務
内
容
の
健
全
性
が
向
上
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

五
　
当
該
事
業
適
応
に
係
る
経
営
の
方
針
の
決
議
又
は
決
定
の
過
程
及
び
そ
の
内
容
を
示
す
書
類

六
　
当
該
事
業
適
応
計
画
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
使
途
及
び
調
達
方
法
に
つ
い
て
の
内
訳
を
記
載
し
た
書
類

七
　
当
該
事
業
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

イ
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し

な
い
者
（
以
下
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。
）

ロ
　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
暴
力
団
員
等
が
あ
る
も
の

ハ
　
暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

八
　
資
金
の
貸
付
け
の
求
め
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
計
画
が
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
国
際
的
な
方
針
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
書
類
（
当
該
認
証
に
係

る
十
分
な
審
査
能
力
を
有
す
る
外
部
評
価
機
関
に
よ
る
認
証
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類
に
限
る
。
）
の
写
し

３
　
主
務
大
臣
は
、
認
定
申
請
書
及
び
前
項
の
書
類
の
ほ
か
、
事
業
適
応
計
画
が
法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
二
以
上
の
主
務
大
臣
に
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
申
請
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受

理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他
の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
適
応
計
画
の
実
施
期
間
は
、
五
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
課
税
の
特
例
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
に
関
す
る
計
画
の
実
施
期
間
は
十

年
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、
資
金
の
貸
付
け
の
求
め
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
計
画
の
実
施
期
間
は
十
年
以
上
と
す
る
。

（
事
業
適
応
計
画
の
認
定
）

第
十
一
条
の
三
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
適
応
計
画
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
同
条
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該

事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
者
に
様
式
第
十
八
の
二
に
よ
る
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
八
の
三
に
よ
る
不
認
定
通
知
書
を
当
該
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
四
に
よ
り
、
当
該
認
定
の
日
付
、
当
該
認
定
事
業
適
応
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
認
定
に
係
る
事
業
適
応
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
適
応
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
及
び
認
定
等
）

第
十
一
条
の
四
　
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
認
定
に
係
る
事
業
適
応
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
は
、
様
式
第
十
八
の
五
に
よ
る
変
更
認
定

申
請
書
（
次
項
に
お
い
て
「
変
更
認
定
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
変
更
認
定
申
請
書
の
提
出
は
、
そ
の
変
更
前
の
認
定
事
業
適
応
計
画
の
写
し
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
適
応
計
画
の
実
施
期
間
は
、
当
該
変
更
の
認
定
の
申
請
前
の
認
定
事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
事
業
適
応
を
実
施
し
た
期
間
を
含
め
、
五
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第

二
十
一
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
課
税
の
特
例
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
に
関
す
る
計
画
の
実
施
期
間
は
、
当
該
変
更
の
認
定
の
申
請
前
の
認
定
事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
事
業
適
応
を
実
施
し
た
期
間
を
含
め
、
十
年
を
超
え
な

い
も
の
と
し
、
資
金
の
貸
付
け
の
求
め
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
計
画
の
実
施
期
間
は
、
当
該
変
更
の
認
定
の
申
請
前
の
認
定
事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
事
業
適
応
を
実
施
し
た
期
間
を
含
め
、
十
年
以
上

と
す
る
。

４
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
同
項
の
規

定
に
基
づ
き
当
該
事
業
適
応
計
画
の
変
更
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
様
式
第
十
八
の
六
に
よ
る
変
更
の
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
八
の
七
に
よ
る
変
更
の
不
認
定
通
知
書
を
当
該
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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６
　
主
務
大
臣
は
、
第
四
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
八
に
よ
り
、
当
該
変
更
の
認
定
の
日
付
、
当
該
変
更
後
の
認
定
事
業
適
応
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
変
更
後
の
認
定
事
業
適
応
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

７
　
認
定
事
業
適
応
計
画
の
趣
旨
の
変
更
を
伴
わ
な
い
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
適
応
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
十
一
条
の
五
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
事
業
適
応
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
八
の
九
に
よ
る
変
更
指
示
の
通
知
書
を
当
該
変
更

の
指
示
を
受
け
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
適
応
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
一
条
の
六
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
八
の
十
に
よ
る
認
定
取
消
し
通
知
書

を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
認
定
事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
十
一
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
の
日
付
、
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
取
消
し
の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
特
例
措
置

（
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
）

第
十
一
条
の
七
　
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

二
　
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
事
項

（１）
　
貸
付
け
の
対
象

（２）
　
貸
付
け
の
方
法

（３）
　
利
率

（４）
　
償
還
期
限

（５）
　
据
置
期
間

（６）
　
償
還
の
方
法

（７）
　
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

ロ
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
事
項

（１）
　
利
子
補
給
金
の
支
給
の
対
象

（２）
　
利
子
補
給
金
の
支
給
の
方
法

（３）
　
利
子
補
給
金
の
支
給
の
停
止
に
関
す
る
事
項

（４）
　
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項

三
　
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
及
び
利
子
補
給
金
の
支
給
の
対
象
と
す
る
貸
付
け
の
条
件
に
関
す
る
事
項

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
指
定
金
融
機
関
に
係
る
指
定
の
申
請
等
）

第
十
一
条
の
八
　
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
五
号
に
お
い
て
「
指
定
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
十
八
の
十
二
に
よ
る
指
定
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ

れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

三
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

四
　
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
一
項
第
一
号
の
金
融
機
関
と
し
て
の
行
政
庁
の
免
許
、
認
可
、
承
認
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
免
許
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
、
当
該
免

許
等
の
申
請
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
面

五
　
指
定
申
請
者
が
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
四
項
各
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

六
　
役
員
が
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
四
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
旨
を
当
該
役
員
が
誓
約
す
る
書
面

２
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
に
当
た
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
必
要
な
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
十
一
条
の
九
　
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

イ
　
事
業
適
応
促
進
業
務
を
統
括
す
る
部
署
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
人
的
構
成
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
監
査
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

ニ
　
事
業
適
応
促
進
業
務
を
行
う
地
域
に
関
す
る
こ
と
。

ホ
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
相
談
窓
口
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

イ
　
貸
付
け
の
相
手
方

ロ
　
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
資
金

ハ
　
貸
付
け
の
限
度
額

ニ
　
貸
付
け
の
手
続
及
び
審
査
に
関
す
る
事
項

三
　
貸
付
け
の
た
め
に
必
要
な
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
貸
付
け
及
び
利
子
補
給
金
の
支
給
の
内
容
に
関
す
る
事
項

四
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
項

五
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
帳
簿
の
管
理
に
関
す
る
事
項

六
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
委
託
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
事
業
適
応
促
進
業
務
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
四
項
第
三
号
イ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
一
条
の
十
　
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
四
項
第
三
号
イ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
役
員
の
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
者
と
す
る
。

（
指
定
金
融
機
関
の
商
号
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
一
条
の
十
一
　
法
第
二
十
一
条
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
十
八
の
十
三
に
よ
る
変
更
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
の
変
更
の
申
請
等
）

第
十
一
条
の
十
二
　
指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
二
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
十
四
に
よ
る
変
更
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、

こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
す
る
規
定
の
新
旧
対
照
表

二
　
変
更
後
の
業
務
規
程

三
　
変
更
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

（
協
定
に
定
め
る
事
項
）

第
十
一
条
の
十
三
　
法
第
二
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

二
　
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
項

四
　
そ
の
他
事
業
適
応
促
進
業
務
及
び
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
帳
簿
の
記
載
）

第
十
一
条
の
十
四
　
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
実
施
状
況

二
　
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
状
況

三
　
事
業
適
応
促
進
業
務
を
行
う
た
め
に
公
庫
か
ら
受
け
た
事
業
適
応
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
貸
付
け
及
び
利
子
補
給
金
の
支
給
の
状
況

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
指
定
金
融
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、

当
該
記
録
を
も
っ
て
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
指
定
金
融
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
さ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
）
を
、
事
業
適
応
促
進
業
務
に
係
る
債
権
が
弁
済
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
消
滅
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
十
一
条
の
十
五
　
指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
適
応
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
十
五
に
よ
る
休
廃
止
届
出
書

に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

二
　
事
業
適
応
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
廃
止
ま
で
の
日
程
を
記
載
し
た
書
面
及
び
当
該
廃
止
後
の
措
置
を
記
載
し
た
書
面
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（
事
業
適
応
計
画
に
係
る
申
請
等
の
方
法
）

第
十
一
条
の
十
六
　
法
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
十
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
並
び
に
第
十
一
条
の
八
、
第
十
一
条
の
十
一
、
第
十
一
条
の
十
二
及
び
前
条

の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
に
対
す
る
指
定
申
請
書
、
変
更
届
出
書
、
変
更
認
可
申
請
書
、
休
廃
止
届
出
書
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
は
、
財
務
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
の
い
ず
れ
か
に
、
正
本
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
場
合
に
お
け
る
通
知
の
経
由
）

第
十
一
条
の
十
七
　
令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
通
知
を
行
う
と
き
は
、
金
融
庁
長
官
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
八
　
削
除

（
情
報
技
術
事
業
適
応
に
係
る
課
税
の
特
例
）

第
十
一
条
の
十
九
　
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
の
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
は
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
申
請
書
の
提
出
又
は
第
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
認

定
申
請
書
の
提
出
と
併
せ
て
、
様
式
第
十
八
の
十
七
に
よ
る
確
認
申
請
書
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
確
認
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
確
認
申
請
書
の
ほ
か
、
当
該
事
業
適
応
計
画
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
が
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
の
規
定
に
基
づ
く
生
産
性
の
向
上
又
は
需
要
の
開
拓
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
大

臣
が
定
め
る
基
準
（
令
和
三
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
財
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
告
示
第
八
号
。
次
項
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
情
報
技
術
事
業
適

応
特
例
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
情
報
技
術
事
業
適
応
特
例
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
事
業
適
応
計
画
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
が
情
報

技
術
事
業
適
応
特
例
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
様
式
第
十
八
の
十
八
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

第
十
一
条
の
二
十
及
び
第
十
一
条
の
二
十
一
　
削
除

第
三
章
　
事
業
再
編
の
円
滑
化

第
一
節
　
事
業
再
編
計
画

（
事
業
再
編
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
十
二
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申

請
書
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
を
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
事
業
者
（
事
業
再
編
計
画
に
現
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
関
係
事
業
者
又
は
外
国
関
係
法
人
が
当
該
事
業
者
の
事
業
再
編
の
た
め
に
行
う
措
置
に
関
す
る
計
画
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
関
係
事
業
者
又
は
当
該
外
国
関

係
法
人
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
定
款
の
写
し
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
及
び
当
該
事
業
者
が
登
記
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書

二
　
当
該
事
業
者
の
直
近
の
事
業
報
告
の
写
し
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
ら
の
書
類
を
作
成
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
）

三
　
当
該
事
業
再
編
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
が
相
当
程
度
向
上
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

四
　
当
該
事
業
再
編
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
務
内
容
の
健
全
性
が
向
上
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

五
　
当
該
事
業
再
編
計
画
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
使
途
及
び
調
達
方
法
に
つ
い
て
の
内
訳
を
記
載
し
た
書
類

六
　
当
該
事
業
再
編
計
画
が
従
業
員
の
地
位
を
不
当
に
害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

七
　
当
該
事
業
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

イ
　
暴
力
団
員
等

ロ
　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
暴
力
団
員
等
が
あ
る
も
の

ハ
　
暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

３
　
特
定
剰
余
金
配
当
に
係
る
関
係
事
業
者
又
は
外
国
関
係
法
人
（
以
下
「
関
係
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
関
係
事
業
者
等
か
ら
当
該
関
係
事
業
者
等
の
特
定
役
員
（
社
長
、
副
社
長
、
代
表
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
専
務
取
締
役
若
し
く
は
常
務
取
締
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
で
法
人
の
経
営
に
従
事
し
て
い
る
者
を
い
う
。
）
に
対

し
て
、
新
株
予
約
権
が
付
与
さ
れ
、
又
は
付
与
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
関
係
事
業
者
等
の
主
要
な
事
業
（
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
受
け
て
行
う
特
定
剰
余
金
配
当
の
直
前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
か
ら
法
第
二
十
三
条
第
一
項

の
認
定
の
申
請
の
日
ま
で
の
期
間
が
十
年
を
超
え
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
関
係
事
業
者
等
の
主
要
な
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
を

い
う
。
）
が
確
認
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

４
　
事
業
再
編
計
画
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
に
資
す
る
債
権
放
棄
を
伴
う
資
金
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
項
、
第
十
四
条
第
三
項
並
び
に
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画
」
と
い
う
。
）

を
含
む
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画
に
係
る
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
第
四
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
監
査
法

人
の
報
告
書
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二
　
事
業
再
編
債
権
者
（
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画
に
記
載
さ
れ
た
債
権
放
棄
に
合
意
し
た
債
権
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書
そ
の
他
の

原
因
証
書
の
日
付
及
び
債
権
に
相
当
す
る
金
額
を
示
す
書
類

三
　
個
々
の
事
業
再
編
債
権
者
の
債
権
放
棄
額
及
び
事
業
再
編
債
権
者
間
の
債
権
放
棄
割
合
に
関
し
て
記
載
し
た
書
類

四
　
事
業
再
編
債
権
者
と
の
間
に
当
該
債
権
放
棄
に
係
る
明
確
な
合
意
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五
　
減
資
そ
の
他
の
株
主
責
任
の
明
確
化
の
た
め
の
方
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

六
　
当
該
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
建
を
内
容
と
す
る
計
画
（
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
事
業
再
編
に
関
連
す
る
再
建
計
画
」
と
い
う
。
）
に
係
る
専
門
家
（
債
権
放
棄
を
受
け
る
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
建
を
内

容
と
す
る
計
画
に
係
る
法
律
、
税
務
、
金
融
、
企
業
の
財
務
、
資
産
の
評
価
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
を
い
う
。
）
に
よ
る
調
査
報
告
書

５
　
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
は
、
三
年
（
当
該
事
業
再
編
計
画
に
認
定
事
業
再
編
関
連
措
置
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
求
め
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
年
）
を
超
え

な
い
も
の
と
す
る
。

（
事
業
再
編
計
画
の
認
定
）

第
十
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
再
編
計
画
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
同
条
第
五
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き

は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
公
正
取
引
委
員
会
に
協
議
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
、
申
請
書
の
正
本
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
、
こ

れ
を
認
定
書
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

「
産
業
競
争
力
強
化
法
第
２
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
２
条
第
１
７
項
に
規
定
す
る
事
業
再
編
を
実
施
す
る
者
と
し
て
認
定
す
る
。
」

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
り
、
当
該
認
定
の
日
付
、
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
認
定
事
業
再
編
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
再
編
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
及
び
認
定
）

第
十
四
条
　
認
定
事
業
再
編
計
画
の
趣
旨
の
変
更
を
伴
わ
な
い
軽
微
な
変
更
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
再
編
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
写
し
各
一

通
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
の
写
し
（
変
更
後
の
事
業
再
編
計
画
が
新
た
に
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
要
件
に
係
る
も
の
を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
新
た
に
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画

を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
の
写
し
及
び
第
十
二
条
第
三
項
各
号
又
は
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
）
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
は
、
当
該
変
更
の
認
定
の
申
請
前
の
認
定
事
業
再
編
計
画
に
従
っ
て
事
業
再
編
を
実
施
し
た
期
間
を
含
め
、
三
年
（
当
該
事
業
再
編
計
画
に
認
定
事
業
再
編
関

連
措
置
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
求
め
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
年
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
主
務
大
臣
は
、
第
二
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
再
編
計
画
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
法
第
二
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査

し
、
当
該
事
業
再
編
計
画
の
変
更
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
公
正
取
引
委
員
会
に
協
議
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
、
申
請
書

の
正
本
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
、
こ
れ
を
認
定
書
と
し
て
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

「
産
業
競
争
力
強
化
法
第
２
４
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
す
る
。
」

６
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
主
務
大
臣
は
、
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
四
に
よ
り
、
当
該
認
定
の
日
付
、
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
認
定
事
業
再
編
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
再
編
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
十
五
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
事
業
再
編
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
変
更
の
指
示
を
受
け
る
認
定
事
業

再
編
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
事
業
再
編
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
六
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ

る
認
定
事
業
再
編
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
七
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
の
日
付
、
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
事
業
者
の
名
称
及
び
当
該
取
消
し
の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
　
削
除

第
二
節
　
特
例
措
置

（
特
別
支
配
会
社
へ
の
事
業
譲
渡
等
に
関
す
る
特
例
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
再
編
計
画
の
認
定
（
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
二
項
各
号
又
は
第

十
四
条
第
三
項
の
書
類
に
加
え
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
同
条
第
五
項
の
株
式
等
売
渡
請
求
に
係
る
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
に
法
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
同
条
第
五
項
の
株
式
等
売
渡
請
求
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
項
の
書
類
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

（
対
象
会
社
の
事
前
開
示
事
項
等
）

第
二
十
三
条
　
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
七
の
規
定
は
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
七
十
九
条
の
五
第
一
項
第

四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
三
十
三
条
の
八
の
規
定
は
法
第
二
十
八
条
第
五
項
及
び
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
百
七
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
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省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
三
十
五
条
の
規
定
は
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
百
八
十
九
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
権
利
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
三
十
三
条
の
七
第
四
号
イ
中
「
特
別
支
配
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
特
別
支
配
株
主
（
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
法
第
百
五
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
特
別
支
配
株
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
同
条
第
五
号
、
同
規
則
第
三
十
三
条
の
八
及
び
第
三
十
五
条
中
「
特
別
支
配
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
特
別
支
配
株
主
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
株
式
の
併
合
に
関
す
る
特
例
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
再
編
計
画
の
認
定
（
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
十
四
条
第
三
項
の
書
類

に
加
え
、
資
本
金
、
資
本
準
備
金
又
は
利
益
準
備
金
（
第
一
号
及
び
第
五
十
条
第
二
号
に
お
い
て
「
資
本
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
の
減
少
と
同
時
に
行
う
株
式
の
併
合
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

を
示
す
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
資
本
金
等
の
額
の
減
少
と
同
時
に
行
う
株
式
の
併
合
の
内
容

二
　
一
単
元
の
株
式
の
数
の
減
少
又
は
そ
の
数
の
廃
止
の
内
容

（
会
社
が
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
株
式
会
社
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
）

第
二
十
五
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
が
そ
の
持
分
の
全
部
を
有
す
る
法
人
（
株
式
会
社
を
除
く
。
）
又
は
外
国
法
人

二
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
及
び
特
定
完
全
子
法
人
（
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
が
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
株
式
会
社
並
び
に
前
号
に
掲
げ
る
法
人
及
び
外
国

法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
特
定
完
全
子
法
人
が
そ
の
持
分
の
全
部
を
有
す
る
法
人
又
は
外
国
法
人

２
　
前
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
法
人
又
は
外
国
法
人
は
、
特
定
完
全
子
法
人
と
み
な
す
。

（
募
集
事
項
の
通
知
等
を
要
し
な
い
場
合
）

第
二
十
六
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
二
百
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
法
第
百
四
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社

が
会
社
法
第
二
百
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
期
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
金
融
商
品
取
引
法
の
規
定
に
基
づ
き
次
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
に
規
定
す
る
募
集
事
項
に
相
当
す
る
事
項
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
届
出
又
は

提
出
を
し
て
い
る
場
合
（
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が
当
該
期
日
の
二
週
間
前
の
日
か
ら
当
該
期
日
ま
で
継
続
し
て
同

法
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
て
い
る
と
き
と
す
る
。

一
　
金
融
商
品
取
引
法
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
届
出
を
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
五
条
第
一
項
の
届
出
書
（
同
法
第
七
条
第
一
項
の
訂
正
届
出
書
を
含
む
。
）

二
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
発
行
登
録
書
及
び
同
法
第
二
十
三
条
の
八
第
一
項
の
発
行
登
録
追
補
書
類
（
同
法
第
二
十
三
条
の
四
第
一
項
の
訂
正
発
行
登
録
書
を
含
む
。
）

三
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
有
価
証
券
報
告
書
（
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
訂
正
報
告
書
を
含
む
。
）

四
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
の
四
の
七
第
一
項
の
四
半
期
報
告
書
（
同
条
第
四
項
の
訂
正
報
告
書
を
含
む
。
）

五
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
半
期
報
告
書
（
同
条
第
五
項
の
訂
正
報
告
書
を
含
む
。
）

六
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
の
臨
時
報
告
書
（
同
条
第
五
項
の
訂
正
報
告
書
を
含
む
。
）

（
資
本
金
の
額
）

第
二
十
七
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
資
本
金
等
増
加
限
度
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲

げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
に
株
式
発
行
割
合
（
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
株
式
の
数
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
株
式
の
数
及
び
処
分
す
る
自
己
株
式
の
数
の
合
計
数
で
除
し
て

得
た
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
零
）
と
す
る
。

一
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
を
す
る
に
際
し
て
給
付
を
受
け
た
特
定
株
式
等
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特

定
株
式
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
期
日
（
同
号
の
期
間
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
二
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
を
受
け
た
日
）
に
お
け
る
価
額
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
特
定
株
式
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
）

イ
　
当
該
株
式
会
社
と
当
該
特
定
株
式
等
の
給
付
を
し
た
者
が
共
通
支
配
下
関
係
（
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
共
通
支
配
下
関
係
を
い
う
。
）
に
あ
る
場
合

（
当
該
特
定
株
式
等
に
時
価
を
付
す
べ
き
場
合
を
除
く
。
）
　
当
該
特
定
株
式
等
の
給
付
を
し
た
者
に
お
け
る
当
該
給
付
の
直
前
の
帳
簿
価
額

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
給
付
を
受
け
た
特
定
株
式
等
の
価
額
に
よ
り
資
本
金
等
増
加
限
度
額
を
計
算
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
き
　
イ
に
定
め
る
帳
簿
価
額

二
　
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
募
集
株
式
の
交
付
に
係
る
費
用
の
額
の
う
ち
、
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
が
資
本
金
等
増
加
限
度
額
か
ら
減
ず
る
べ
き
額
と
定
め
た
額

三
　
イ
に
掲
げ
る
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
が
零
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額

イ
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
自
己
株
式
の
帳
簿
価
額

ロ
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
前
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
零
）
に
自
己
株
式
処
分
割
合
（
一
か
ら
株
式
発
行
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
前
項
の
場
合
に
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
後
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
の
直
前
の
当
該
額
に
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
加
え
て
得
た
額
と
す
る
。

一
　
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
か
ら
ハ
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額

イ
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
に
自
己
株
式
処
分
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
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（１）
　
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額

（２）
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
に
株
式
発
行
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
零
）

ハ
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
自
己
株
式
の
帳
簿
価
額

二
　
そ
の
他
利
益
剰
余
金
の
額
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
が
零
未
満
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
額
に
株
式
発
行
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
第
一
項
の
場
合
に
は
、
自
己
株
式
対
価
額
（
会
社
計
算
規
則
第
百
五
十
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
百
五
十
八
条
第
八
号
ロ
並
び
に
会
社
法
第
四
百
四
十
六
条
第
二
号
並
び
に
第
四
百
六
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
第
四
号
に
規

定
す
る
自
己
株
式
の
対
価
の
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
に
自
己
株
式
処
分
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
額
は
、
会
社
計
算
規
則
第
百
五
十
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
百
五
十
八
条
第
八
号
ロ
並
び
に
会
社
法
第
四
百
四
十
六
条
第
二
号
並
び
に
第
四
百
六
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
第
四
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
額
も
、
自
己
株
式
対
価
額
に
含
ま
れ
る
も
の
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
条
の
用
語
の
解
釈
及
び
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
そ
の
他
の
企
業
会
計
の
慣
行
を
し
ん
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
株
当
た
り
純
資
産
額
）

第
二
十
八
条
　
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
株
当
た
り
純
資
産
額
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
一
株
当
た
り
純
資
産
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
に
係
る
募
集
事
項
（
法
第
百
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
募
集
事
項
を
い
う
。
）
を
決
定
し
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
純
資
産
の
額
）

第
二
十
九
条
　
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
法
第
百
四
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
算
定
基
準
日
（
法
第
三
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
に
係
る
募
集
事
項
（
会
社
法
第
百
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
募
集
事
項
を
い
う
。
）
を
決
定
し
た
日
を
い
う
。
）
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

か
ら
第
七
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
五
百
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
百
万
円
）
を
も
っ
て
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
の
純
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

一
　
資
本
金
の
額

二
　
資
本
準
備
金
の
額

三
　
利
益
準
備
金
の
額

四
　
会
社
法
第
四
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
剰
余
金
の
額

五
　
最
終
事
業
年
度
（
会
社
法
第
四
百
六
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
四
百
四
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
期
間
（
当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
末
日
が
最
も
遅
い
も
の
）
）
の
末
日

（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
認
定
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
の
成
立
の
日
）
に
お
け
る
評
価
・
換
算
差
額
等
に
係
る
額

六
　
新
株
予
約
権
の
帳
簿
価
額

七
　
自
己
株
式
及
び
自
己
新
株
予
約
権
の
帳
簿
価
額
の
合
計
額

（
株
式
の
数
）

第
三
十
条
　
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
次
に
掲
げ
る
数
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
と
す
る
。

一
　
特
定
株
式
（
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
の
行
為
に
係
る
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
株
式
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
数
に
二
分
の
一
（
当
該
株
主
総
会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
当
該
特
定
株
式
の
議
決
権
の
総
数
の
一
定
の
割
合
以
上
の
議
決
権
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
定
款

の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
定
の
割
合
）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
三
分
の
一
（
当
該
株
主
総
会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
当
該
株
主
総
会
に
出
席
し
た
当
該
特
定
株
主
（
特
定
株
式
の
株
主
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有
す
る
議
決
権
の
総
数
の
一
定
の
割
合
以
上
の
多
数
が
賛
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
か
ら
当
該
一
定
の
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
）
を
乗
じ
て

得
た
数
に
一
を
加
え
た
数

二
　
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
の
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
一
定
の
数
以
上
の
特
定
株
主
の
賛
成
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
特
定
株
主
の
総
数
か
ら
株
式
会
社
に
対
し
て
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
数
を
減
じ
て
得
た
数
が
当
該
一
定
の
数
未
満
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特

定
株
主
の
有
す
る
特
定
株
式
の
数

三
　
法
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
の
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
前
二
号
の
定
款
の
定
め
以
外
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行

為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
全
部
が
同
項
に
規
定
す
る
株
主
総
会
に
お
い
て
反
対
し
た
と
す
れ
ば
当
該
決
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
有
す
る
特
定
株
式

の
数

四
　
定
款
で
定
め
た
数

（
株
式
を
対
価
と
す
る
他
の
株
式
会
社
の
株
式
等
の
取
得
に
際
し
て
の
株
式
の
発
行
等
に
関
す
る
特
例
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
三
十
一
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
再
編
計
画
の
認
定
（
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
十
四
条
第
三
項
の
書
類
に

加
え
、
特
定
株
式
等
取
得
（
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
株
式
又
は
処
分
す
る
自
己
株
式
を
対
価
と
す
る
譲
渡
に
よ
る
特
定
株
式
等
の
取
得
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
対
価
の
総
数
若
し
く
は
総
額
又
は
そ
の
算
定
方
法
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

二
　
発
行
す
る
株
式
若
し
く
は
処
分
す
る
自
己
株
式
の
数
又
は
そ
の
算
定
方
法
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
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三
　
対
価
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
内
容
及
び
数
若
し
く
は
額
又
は
こ
れ
ら
の
算
定
方
法
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

四
　
対
価
の
割
当
て
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

２
　
主
務
大
臣
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
に
法
第
三
十
条
第
一
項
の
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
項
の
書
類
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
剰
余
金
の
配
当
に
関
す
る
特
例
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
三
十
一
条
の
二
　
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
会
社
法
第
四
百
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
再
編
計
画
の
認
定
（
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る

事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
十
四
条
第
三
項
の
書
類
に
加
え
、
特
定
剰
余
金
配
当
を
す
る
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
そ
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
が
最
終
事
業
年
度
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
業
年
度
の
直
前

の
事
業
年
度
）
に
係
る
計
算
書
類
（
会
社
法
第
四
百
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
を
い
う
。
）
に
つ
き
承
認
を
受
け
た
時
に
お
い
て
、
会
社
法
第
四
百
六
十
一
条
第
二
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
額
の
合

計
額
が
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
）

第
三
十
二
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

二
　
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
貸
付
け
の
対
象

ロ
　
貸
付
け
の
方
法

ハ
　
利
率

ニ
　
償
還
期
限

ホ
　
据
置
期
間

ヘ
　
償
還
の
方
法

ト
　
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

三
　
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
信
用
の
供
与
の
対
象
と
す
る
貸
付
け
の
条
件
に
関
す
る
事
項

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
指
定
金
融
機
関
に
係
る
指
定
の
申
請
等
）

第
三
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
指
定
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
三
十
七
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

三
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

四
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
金
融
機
関
と
し
て
の
行
政
庁
の
免
許
、
認
可
、
承
認
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
免
許
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
、
当
該
免
許
等
の

申
請
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
面

五
　
指
定
申
請
者
が
法
第
三
十
七
条
第
四
項
各
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

六
　
役
員
が
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
旨
を
当
該
役
員
が
誓
約
す
る
書
面

２
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
に
当
た
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
必
要
な
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

イ
　
事
業
再
編
促
進
業
務
を
統
括
す
る
部
署
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
人
的
構
成
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
監
査
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

ニ
　
事
業
再
編
促
進
業
務
を
行
う
地
域
に
関
す
る
こ
と
。

ホ
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
相
談
窓
口
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

イ
　
貸
付
け
の
相
手
方

ロ
　
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
資
金

ハ
　
貸
付
け
の
限
度
額

ニ
　
貸
付
け
の
手
続
及
び
審
査
に
関
す
る
事
項

三
　
貸
付
け
の
た
め
に
必
要
な
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
信
用
の
供
与
の
内
容
に
関
す
る
事
項

四
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
項
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五
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
帳
簿
の
管
理
に
関
す
る
事
項

六
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
委
託
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
事
業
再
編
促
進
業
務
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
四
条
の
二
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
役
員
の
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
者
と
す
る
。

（
指
定
金
融
機
関
の
商
号
等
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
五
条
　
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
三
十
八
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
の
変
更
の
申
請
等
）

第
三
十
六
条
　
指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
十
九
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
す
る
規
定
の
新
旧
対
照
表

二
　
変
更
後
の
業
務
規
程

三
　
変
更
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

（
協
定
に
定
め
る
事
項
）

第
三
十
七
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

二
　
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
項

四
　
そ
の
他
事
業
再
編
促
進
業
務
及
び
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
帳
簿
の
記
載
）

第
三
十
八
条
　
法
第
四
十
一
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
実
施
状
況

二
　
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
債
権
の
状
況

三
　
事
業
再
編
促
進
業
務
を
行
う
た
め
に
公
庫
か
ら
受
け
た
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
に
よ
る
信
用
の
供
与
の
状
況

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
指
定
金
融
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、

当
該
記
録
を
も
っ
て
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
指
定
金
融
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
さ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
）
を
、
事
業
再
編
促
進
業
務
に
係
る
債
権
が
弁
済
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
消
滅
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
三
十
九
条
　
指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
再
編
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十
に
よ
る
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

て
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面

二
　
事
業
再
編
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
廃
止
ま
で
の
日
程
を
記
載
し
た
書
面
及
び
当
該
廃
止
後
の
措
置
を
記
載
し
た
書
面

（
事
業
再
編
計
画
に
係
る
申
請
等
の
方
法
）

第
四
十
条
　
法
第
三
十
七
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
に
対
す
る
指
定
申
請
書
、
認
可

申
請
書
、
届
出
書
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
は
、
財
務
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
の
い
ず
れ
か
に
、
正
本
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
場
合
に
お
け
る
通
知
の
経
由
）

第
四
十
一
条
　
令
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
通
知
を
行
う
と
き
は
、
金
融
庁
長
官
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
創
業
等
の
支
援

（
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
四
十
二
条
　
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
写
し

各
一
通
を
、
経
済
産
業
大
臣
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
町
村
が
実
施
す
る
創
業
支
援
等
事
業
と
連
携
し
て
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
般
社
団
法
人
等
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
創
業
支
援
等
事
業
が
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
書
及
び
そ
の
写
し

の
提
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
定
款
、
役
員
名
簿
及
び
社
員
名
簿
、
一
般
財
団
法
人
に
あ
っ
て
は
定
款
及
び
役
員
名
簿

二
　
最
近
の
三
期
間
の
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
設
立
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
一
般
社
団
法
人
等
に
あ
っ
て
は
、
成
立
後
の
各
事
業
年
度
に
係
る
も
の
）
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三
　
登
記
事
項
証
明
書

四
　
創
業
支
援
等
事
業
の
実
施
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
明
す
る
書
類

３
　
市
町
村
が
実
施
す
る
創
業
支
援
等
事
業
と
連
携
し
て
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
創
業
支
援
等
事

業
が
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
、
役
員
名
簿
及
び
社
員
名
簿

二
　
最
近
の
三
期
間
の
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
（
設
立
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
あ
っ
て
は
、
成
立
後
の
各
事
業
年
度
に
係
る
も
の
）
、
最
終
の
財
産
目
録
並
び
に
申
請
の
日
を
含

む
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

三
　
登
記
事
項
証
明
書

四
　
創
業
支
援
等
事
業
の
実
施
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
明
す
る
書
類

（
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
認
定
）

第
四
十
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
同
条
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画

の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
書
の
正
本
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
、
こ
れ
に
記
名
押
印
し
、
こ
れ
を
認
定
書
と
し
て
当
該
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

「
産
業
競
争
力
強
化
法
第
１
２
７
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
す
る
。
」

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
四
十
二
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
及
び
認
定
）

第
四
十
四
条
　
法
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
市
町
村
は
、
様
式
第
四
十
三
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
写

し
各
一
通
を
経
済
産
業
大
臣
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
写
し
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
法
第
百
二
十
七
条
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画

の
変
更
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
書
の
正
本
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
、
こ
れ
に
記
名
押
印
し
、
こ
れ
を
認
定
書
と
し
て
当
該
認
定
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

「
産
業
競
争
力
強
化
法
第
１
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
す
る
。
」

４
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
四
十
四
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
四
十
五
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
百
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
四
十
五
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
変
更
の
指
示
を
受
け

る
認
定
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
四
十
六
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
百
二
十
八
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
四
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が

取
り
消
さ
れ
る
認
定
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
権
限
の
委
任
）

第
四
十
七
条
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
財
務
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
又

は
国
税
局
長
（
沖
縄
国
税
事
務
所
長
を
含
む
。
）
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
財
務
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
（
四
国
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
国
厚
生
支
局
長
）
に

委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

３
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
農
政
局
長
（
北
海
道
農
政
事
務
所
長
を
含
む
。
）
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
農
林
水
産

大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

４
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と

を
妨
げ
な
い
。

５
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
、
地
方
運
輸
局
長
（
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
五
号
、
第
十
八
号
、
第
八
十
六
号
、
第
八
十
七
号
、
第
九
十
二
号
、
第
九
十
三
号
及
び
第
百
二
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
八
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
同
項
第
十
九
号
及
び
第
二
十

二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
）
又
は
地
方
航
空
局
長
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

６
　
創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
関
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨

げ
な
い
。

（
実
施
状
況
の
報
告
）

第
四
十
八
条
　
認
定
事
業
適
応
事
業
者
又
は
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
認
定
事
業
適
応
計
画
又
は
認
定
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
当
該
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内

に
、
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
つ
い
て
は
様
式
第
四
十
七
に
よ
り
、
認
定
事
業
再
編
事
業
者
に
つ
い
て
は
様
式
第
四
十
八
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る

課
税
の
特
例
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
を
行
う
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
認
定
事
業
適
応
計
画
に
係
る
情
報
技
術
事
業
適
応
設
備
等
（
情
報
技
術
事
業
適
応
の
用
に
供
す
る
た
め
に
新
設
又
は
増
設
を
す
る
ソ
フ
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ト
ウ
ェ
ア
及
び
当
該
情
報
技
術
事
業
適
応
を
実
施
す
る
た
め
に
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
そ
の
利
用
に
係
る
費
用
で
繰
延
資
産
と
な
る
も
の
を
支
出
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
と
も
に
当
該
情
報
技

術
事
業
適
応
の
用
に
供
す
る
機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
を
い
う
。
）
の
う
ち
情
報
技
術
事
業
適
応
特
例
基
準
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
の
全
部
を
取
得
し
、
又
は
製
作
し
て
、
こ
れ
を
国
内
に
あ
る
当
該
認
定
事

業
適
応
事
業
者
の
事
業
の
用
に
供
し
、
情
報
技
術
事
業
適
応
特
例
基
準
に
規
定
す
る
具
体
的
な
指
標
を
達
成
し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
事
業
年
度
以
降
に
つ
い
て
当
該
報
告
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
資
金
計
画
認
定
事
業
再
編
事
業
者
（
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画
を
含
む
事
業
再
編
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
に
限
る
。
次
項
及
び
次
条
各
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
資
金
計
画
に
係
る
債
権
放
棄
に
つ
い
て
事
業
再
編
債
権

者
と
の
間
で
合
意
し
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
債
権
放
棄
合
意
日
」
と
い
う
。
）
以
後
一
月
以
内
の
一
定
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
一
定
の
日
を
含
む
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
当
該
一
定
の
日
ま
で

の
損
益
計
算
書
（
事
業
再
編
に
関
連
す
る
再
建
計
画
の
決
定
に
伴
い
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
に
従
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
評
価
損
の
計
上
そ
の
他
適
切
な
会
計
処
理
を
反
映
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
、
当
該
債
権

放
棄
合
意
日
以
後
四
月
以
内
に
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
資
金
計
画
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
中
の
各
事
業
年
度
の
四
半
期
ご
と
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
主
務
大
臣
に
様
式
第
四
十
九
に
よ
り
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
は
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
事
業
再
編
に
係
る
資
金
計
画
を
含
む
事
業
再
編
計
画
の
報
告
に
あ
っ
て
は
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査
証
明
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
認
定
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
実
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
主
務
大
臣
に
様
式
第
五
十
に
よ
り
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
認
定
事
業
再
編
事
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
破
産
手
続
開
始
、
再
生
手
続
開
始
、
更
生
手
続
開
始
又
は
企
業
担
保
権
の
実
行
の
申
立
て
若
し
く
は
通
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
。

二
　
手
形
若
し
く
は
小
切
手
の
不
渡
り
（
支
払
資
金
の
不
足
を
事
由
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
形
交
換
所
に
よ
る
取
引
停
止
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
。

三
　
主
要
取
引
先
（
前
事
業
年
度
に
お
け
る
売
上
高
又
は
仕
入
高
が
売
上
高
の
総
額
又
は
仕
入
高
の
総
額
の
百
分
の
十
以
上
で
あ
る
取
引
先
を
い
う
。
）
か
ら
取
引
の
停
止
を
受
け
た
こ
と
。

６
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
様
式
第
五
十
の
二
に
よ
り
、
当
該
報
告
書
に
係
る
認
定
事
業
適
応
計
画
の
実
施
状
況
の
概
要
を
、
又
は
様
式
第
五
十
の
三
に
よ
り
、
当
該
報
告
に
係
る
認
定
事
業

再
編
計
画
の
実
施
状
況
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
四
半
期
ご
と
の
実
施
状
況
の
報
告
事
項
）

第
四
十
九
条
　
前
条
第
三
項
の
各
事
業
年
度
の
四
半
期
ご
と
の
実
施
状
況
の
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
資
金
計
画
認
定
事
業
再
編
事
業
者
の
売
上
の
推
移
を
示
す
書
類

二
　
資
金
計
画
認
定
事
業
再
編
事
業
者
の
有
利
子
負
債
の
残
高
の
推
移
を
示
す
書
類

（
会
社
法
又
は
民
法
の
特
例
に
関
す
る
報
告
事
項
）

第
五
十
条
　
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
第
四
十
八
条
第
一
項
の
報
告
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
現
物
出
資
又
は
財
産
引
受
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
現
物
出
資
等
」
と
い
う
。
）
　
当
該
現
物
出
資
等
に
係
る
財
産
の
内
容
及
び
価
額

二
　
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
資
本
金
等
の
額
の
減
少
と
同
時
に
行
う
株
式
の
併
合
　
当
該
資
本
金
等
の
額
の
減
少
と
同
時
に
行
う
株
式
の
併
合
の
内
容

三
　
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
　
当
該
株
式
の
発
行
又
は
自
己
株
式
の
処
分
の
内
容
、
特
定
株
式
等
取
得
の
結
果
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第

七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
　
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
剰
余
金
配
当
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
と
し
て
の
み
実
施
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
特

定
剰
余
金
配
当
株
式
等
（
特
定
剰
余
金
配
当
に
係
る
関
係
事
業
者
の
株
式
又
は
外
国
関
係
法
人
の
株
式
若
し
く
は
持
分
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
金
融
商
品
取
引
所
（
金
融

商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
を
い
い
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
外
国
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
上
場
さ
れ
た
日
及
び
当
該
金
融
商
品
取
引

所
の
名
称
（
特
定
剰
余
金
配
当
株
式
等
が
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
）

五
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
譲
渡
の
場
合
の
債
権
者
へ
の
催
告
　
当
該
事
業
の
譲
渡
の
内
容

（
課
税
の
特
例
等
に
関
す
る
報
告
事
項
）

第
五
十
一
条
　
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
の
五
の
六
第
一
項
、
第
三
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
七
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
所
得
税
又

は
法
人
税
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
認
定
事
業
適
応
事
業
者
は
、
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
併
せ
て
、
当
該
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
場
合
の
償
却
限
度
額
の
範
囲
内
で
普
通
償
却
限
度
額
を

超
え
て
償
却
す
る
額
又
は
当
該
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
所
得
税
額
若
し
く
は
法
人
税
額
の
控
除
額
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
租
税
特
別
措
置
法
第
十
条
の
五
の
六
第
五
項
若
し
く
は
第
九
項
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
七
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
の
所
得
税
又
は
法
人
税
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
認
定
事
業
適
応
事
業
者
は
、
第
四
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
併
せ
て
、
当
該
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
た
場
合
の
償
却
限
度
額
の
範
囲
内
で
普
通
償
却
限
度
額
を
超
え
て
償
却
す
る
額
又
は
当
該
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
所
得
税
額
若
し
く

は
法
人
税
額
の
控
除
額
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
条
第
一
項
の
登
録
免
許
税
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
を
受
け
た
認
定
事
業
再
編
事
業
者
は
、
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
記
の
内
容

二
　
登
録
免
許
税
の
額

三
　
当
該
特
例
措
置
に
よ
る
減
免
額

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
五
十
二
条
　
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
五
十
一
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
の
廃
止
）

第
二
条
　
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
令
第
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
旧
産
活
法
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
行
う
事
業
再
構
築
等
促
進
業
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
産
競
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
（
以
下

「
旧
産
競
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
産
活
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
行
う
同
項
の
事
業
再
構
築
等
促
進
業
務
に
つ
い
て
は
、
旧
産
競
法
施
行
規
則
附
則
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
令
第
一

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
産
活
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
三
か
ら
第
三
十
七
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
産
活
法
施
行
規
則

第
三
十
七
条
の
三
中
「
法
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
附
則
第
四
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
旧
産
活
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
項
各
号
及
び
第
三
十
七
条

の
四
か
ら
第
三
十
七
条
の
十
ま
で
の
規
定
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
旧
産
活
法
」
と
、
第
三
十
七
条
の
十
一
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
」
と
す
る
。

（
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
求
め
に
係
る
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
旧
産
競
法
第
八
条
第
一
項
の
求
め
を
し
て
い
る
者
に
対
す
る
旧
産
競
法
施
行
規
則
第
五
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
通
知
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
公
庫
の
行
う
事
業
再
編
等
円
滑
化
業
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
産
競
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
事
業
再
編
促
進
円
滑
化
業
務
に
つ
い
て
は
、
旧
産
競
法
施
行
規
則
第
三

十
一
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
産
競
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
（
以
下
「
旧
産
競
法
」
と
い
う
。
）
」
と
、
旧
産
競
法
施
行
規
則

第
三
十
六
条
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
旧
産
競
法
」
と
す
る
。

（
指
定
金
融
機
関
の
行
う
事
業
再
編
促
進
業
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
産
競
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
行
う
事
業
再
編
促
進
業
務
に
つ
い
て
は
、
旧
産
競
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
か
ら
第
四

十
条
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
産
競
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
の
規
定
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
旧
産
競
法
」
と
、
旧
産
競
法
施
行

規
則
第
四
十
条
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
二
五
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）

こ
の
命
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
（
平
成
三
十
年
九
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
三
号
）

こ
の
命
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
九
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
四
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
六
号
）

こ
の
命
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
一
六
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
三
〇
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
第
六
項
の
規
定
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
の
日
よ
り
前
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
事
業

再
編
計
画
の
同
令
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第

六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
法
人
税
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
又
は
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
九
十
六
の
二
第
一
項
の
法
人
税
に
係
る
欠
損
金
の
繰
越
し
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
を
受
け
た
産
業
競

争
力
強
化
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
の
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
命
令
の
施
行
前
に
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
十
八
第
三
項
の
確
認
を
受
け
た
認
定
事
業

適
応
計
画
に
係
る
成
長
発
展
事
業
適
応
に
関
す
る
同
条
に
規
定
す
る
当
該
事
業
適
応
計
画
の
変
更
の
認
定
に
関
す
る
事
項
、
旧
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
二
十
に
規
定
す
る
証
明
の
求
め
及
び
旧
産
業
競
争
力
強
化

法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
二
十
一
に
規
定
す
る
適
合
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
四
第
一
項
の
法
人
税
に
係
る
欠
損
金
の
繰

越
し
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
を
受
け
た
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
一
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
の
旧
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。
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様
式
第
一
か
ら
様
式
第
十
七
ま
で
　
削
除

様
式
第
十
八
（
第
１
１
条
の
２
第
１
項
関
係
）

 

15



 

16



  

17



 

18



 

19



  

20



 

21



 

22



様
式
第
十
八
の
二
（
第
１
１
条
の
３
第
１
項
関
係
）

 

23



様
式
第
十
八
の
三
（
第
１
１
条
の
３
第
２
項
関
係
） 

24



様
式
第
十
八
の
四
（
第
１
１
条
の
３
第
３
項
関
係
）

様式第十八の四(第11条の3第3項関係) 

認定事業適応計画の内容の公表 

1．認定の日付 

2．認定事業適応事業者の名称 

3．認定事業適応計画の内容 

(備考) 

 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 

(記載要領) 

 認定事業適応事業者の事業上の秘密に該当する部分については、これを公表の対象とし

て記載しない。 

25



様
式
第
十
八
の
五
（
第
１
１
条
の
４
第
１
項
関
係
）

 

26



様
式
第
十
八
の
六
（
第
１
１
条
の
４
第
４
項
関
係
）

 

27



様
式
第
十
八
の
七
（
第
１
１
条
の
４
第
５
項
関
係
）

 

28



様
式
第
十
八
の
八
（
第
１
１
条
の
４
第
６
項
関
係
）

様式第十八の八(第11条の4第6項関係) 

変更後の認定事業適応計画の内容の公表 

1．変更認定をした日付 

2．変更後の認定事業適応事業者の名称 

3．変更後の認定事業適応計画の内容 

(備考) 

 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 

(記載要領) 

 認定事業適応事業者の事業上の秘密に該当する部分については、これを公表の対象とし

て記載しない。 

29



様
式
第
十
八
の
九
（
第
１
１
条
の
５
関
係
）

 

30



様
式
第
十
八
の
十
（
第
１
１
条
の
６
第
１
項
関
係
）

 

31



様
式
第
十
八
の
十
一
（
第
１
１
条
の
６
第
２
項
関
係
）

 

32



様
式
第
十
八
の
十
二
（
第
１
１
条
の
８
関
係
）

 

33



様
式
第
十
八
の
十
三
（
第
１
１
条
の
１
１
関
係
）

 

34



様
式
第
十
八
の
十
四
（
第
１
１
条
の
１
２
関
係
）

 

35



様
式
第
十
八
の
十
五
（
第
１
１
条
の
１
５
関
係
）

 

 

36



様
式
第
十
八
の
十
六
　
削
除

様
式
第
十
八
の
十
七
（
第
１
１
条
の
１
９
第
１
項
関
係
）

 

37



 

38



  

39



様
式
第
十
八
の
十
八
（
第
１
１
条
の
１
９
第
３
項
関
係
）

 

40



様
式
第
十
八
の
十
九
　
削
除

様
式
第
十
八
の
二
十
　
削
除

様
式
第
十
九
（
第
１
２
条
関
係
）

 

 
  

41



 

 
  

42



 

 
  

43



 

 
  

44



 

 
  

45



 

 
  

46



 

 
  

47



 

 
  

48



 

 
  

49



 

 

50



様
式
第
二
十
（
第
１
３
条
関
係
）

様式第二十（第13条関係）（令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・一部改正） 事業再編計画の不認定通知書 年月日 殿 主務大臣名 年月日付けで認定申請のあった事業再編計画については、下記の理由により認定をしないものとします。 記 不認定の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第23条第5項のうち、認定をしない理由を具体的に記載する。  

51



様
式
第
二
十
一
（
第
１
３
条
関
係
）

 

 

52



様
式
第
二
十
二
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第二十二（第14条関係）（令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・一部改正） 認定事業再編計画の変更認定申請書 年月日 主務大臣名殿 住所 名称 代表者の氏名 年月日付けで認定を受けた事業再編計画について下記のとおり変更したいので、産業競争力強化法第24条第1項の規定に基づき認定を申請します。 記 1．変更事項 2．変更事項の内容 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 変更事項の内容については、変更前と変更後を対比して記載する。  

53



様
式
第
二
十
三
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第二十三（第14条関係）（令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・一部改正） 認定事業再編計画の変更不認定通知書 年月日 殿 主務大臣名 年月日付けで変更認定申請のあった事業再編計画については、下記の理由により認定をしないものとします。 記 不認定の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第24条第5項において準用する法第23条第5項のうち、認定をしない理由を具体的に記載する。  

54



様
式
第
二
十
四
（
第
１
４
条
関
係
）

 

55



様
式
第
二
十
五
（
第
１
５
条
関
係
）

様式第二十五（第15条関係）（令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・一部改正） 認定事業再編計画の変更指示の通知書 年月日 殿 主務大臣名 年月日付けで認定をした事業再編計画については、下記の理由により変更を指示します。 記 変更を指示する理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第24条第5項において準用する法第23条第5項のうち、変更を指示する理由を具体的に記載する。  

56



様
式
第
二
十
六
（
第
１
６
条
関
係
）

様式第二十六（第16条関係）（令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・一部改正） 認定事業再編計画の認定取消し通知書 年月日 殿 主務大臣名 年月日付けで認定をした事業再編計画については、下記の理由により認定を取り消します。 記 認定を取り消す理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第24条第2項及び第3項のうち、認定の取消しの理由となっているものを具体的に記載する。  

57



様
式
第
二
十
七
（
第
１
６
条
関
係
）

 

58



様
式
第
二
十
八
か
ら
様
式
第
三
十
六
ま
で
　
削
除

様
式
第
三
十
七
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第三十七(第33条関係) 

指定金融機関指定申請書 

年 月 日 

財 務 大 臣  殿 

経済産業大臣  殿 

住 所 

名 称 

代表者の氏名    

 指定金融機関の指定を受けたいので、産業競争力強化法第37条第1項の規定により、下記

のとおり申請します。 

記 

1．商号又は名称及び住所 

2．役員の役職名及び氏名 

3．事業再編促進業務を行おうとする営業所又は事務所の名称及び所在地 

4．事業再編促進業務を開始しようとする年月日 

(備考) 

  用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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様
式
第
三
十
八
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第三十八(第35条関係) 

指定金融機関商号等変更届出書 

年 月 日 

財 務 大 臣  殿 

経済産業大臣  殿 

住 所 

名 称 

代表者の氏名    

 (1) 指定金融機関の商号若しくは名称又は住所 

 (2) 事業再編促進業務を行う営業所若しくは事務所の所在地 

を変更するので、産業競争力強化法第38条第2項の規定により、下記のとおり届け出ます。 

記 

1．変更事項 

届出事項 変更前 変更後 変更年月日 備考 

     

     

     

2．変更の理由 

(備考) 

  用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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様
式
第
三
十
九
（
第
３
６
条
関
係
）

様式第三十九(第36条関係) 

指定金融機関業務規程変更認可申請書 

年 月 日 

財 務 大 臣  殿 

経済産業大臣  殿 

住 所 

名 称 

代表者の氏名    

 事業再編促進業務に関する規程の変更について認可を受けたいので、産業競争力強化法

第39条第1項の規定により、下記のとおり申請します。 

記 

1．変更の内容 

2．変更予定年月日 

3．変更の理由 

(備考) 

  用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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様
式
第
四
十
（
第
３
９
条
関
係
）

様式第四十(第39条関係) 

事業再編促進業務休廃止届出書 

年 月 日 

財 務 大 臣  殿 

経済産業大臣  殿 

住 所 

名 称 

代表者の氏名    

 事業再編促進業務の一部(全部)を休止(廃止)するので、産業競争力強化法第43条第1項の

規定により、下記のとおり届け出ます。 

記 

1．休止(廃止)しようとする事業再編促進業務の範囲 

2．休止(廃止)しようとする年月日 

3．休止しようとする場合にあっては、その期間 

4．休止(廃止)の理由 

(備考) 

  用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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様
式
第
四
十
一
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第四十一(第42条関係) 

創業支援等事業計画の認定申請書 

年  月  日 

 主務大臣 名  殿 

市町村長 名 印  

 産業競争力強化法第127条第1項の規定に基づき、別紙の計画について認定を受けたいの

で申請します。 

(備考) 

1．市町村が実施する創業支援等事業について別表1に、市町村以外の者が実施する創業支

援等事業(法第2条第26項第1号に該当する事業に限る。)について別表2に、市町村以外の

者が実施する創業支援等事業(法第2条第26項第2号に該当する事業に限る。)について別表

3に記載する。 

2．用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 

(記載要領) 

1．創業支援等事業の目標 

(1) 創業支援等事業の目標について、別表1、別表2及び別表3により記載する。 

(2) 複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれの創業支援等事業

について記載する。 

2．創業支援等事業の内容及び実施方法 

(1) 創業支援等事業の内容及び実施方法について、別表1、別表2及び別表3により記載す

る。 

(2) 複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれの創業支援等事業

について記載する。 

3．計画期間 

(1) 計画期間について、別表1、別表2及び別表3により記載する。 

(2) 複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれの計画期間につい

て記載する。 

別表1 

 市町村が実施する創業支援等事業 

創業支援等事業の目標 

 

創業支援等事業の内容及び実施方法 

(1) 創業支援等事業の内容 

 

 

(2) 創業支援等事業の実施方法 

 

 

計画期間 
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(注) 

1．複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれ別葉として記載する。 

2．「創業支援等事業の目標」には、創業支援等事業により、計画期間内に何件の支援を実

施し、どの程度の創業を実現させようとするのかを具体的に記載する。 

3．「創業支援等事業の内容」には、創業支援等事業の内容を具体的に記載する。特定創業

支援等事業に該当する場合は、その旨を記載するとともに、該当する内容を具体的に記載

する。 

4．「創業支援等事業の実施方法」には、創業支援等事業の実施に当たって用いる民間の知

識・手法又は連携する民間の創業支援等事業について記載する。 

5．「計画期間」には、計画の実施の始期及び終期を記載する。 

別表2 

 市町村以外の者が実施する創業支援等事業(法第2条第26項第1号に該当する事業に限

る。) 

実施する者の概要 

(1) 氏名又は名称 

(2) 住所 

(3) 代表者の氏名 

(4) 連絡先 

創業支援等事業の目標 

 

創業支援等事業の内容及び実施方法 

(1) 創業支援等事業の内容 

 

(2) 創業支援等事業の実施方法 

 

計画期間 

 

(注) 

1．複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれ別葉として記載する。 

2．「実施する者の概要」には、実施する者が個人である場合は氏名、住所及び連絡先を、

法人である場合は名称、住所、代表者の氏名及び連絡先を記載する。「連絡先」には、電

話番号、FAX番号及び法人である場合には担当者名を記載する。 

3．「創業支援等事業の目標」には、創業支援等事業により、計画期間内に何人の支援を実

施し、どの程度の創業を実現させようとするのかを具体的に記載する。 

4．「創業支援等事業の内容」には、創業支援等事業の内容を具体的に記載する。特定創業

支援等事業に該当する場合は、その旨を記載するとともに、該当する内容を具体的に記載
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する。 

5．「創業支援等事業の実施方法」には、創業支援等事業の実施に当たって市町村及びその

他の創業支援等事業を実施する者と連携を行う方法について記載する。 

6．「計画期間」には、計画の実施の始期及び終期を記載する。 

別表3 

 市町村以外の者が実施する創業支援等事業(法第2条第26項第2号に該当する事業に限

る。) 

実施する者の概要 

(1) 氏名又は名称 

(2) 住所 

(3) 代表者の氏名 

(4) 連絡先 

創業支援等事業の目標 

 

創業支援等事業の内容及び実施方法 

(1) 創業支援等事業の内容 

 

(2) 創業支援等事業の実施方法 

 

計画期間 

 

(注) 

1．複数の創業支援等事業について計画を作成する場合は、それぞれ別葉として記載する。 

2．「実施する者の概要」には、実施する者が個人である場合は氏名、住所及び連絡先を、

法人である場合は名称、住所、代表者の氏名及び連絡先を記載する。「連絡先」には、電

話番号、FAX番号及び法人である場合には担当者名を記載する。 

3．「創業支援等事業の目標」には、創業支援等事業により、計画期間内に何人を対象に実

施し、どの程度の創業に関する普及啓発を行おうとするのかを具体的に記載する。 

4．「創業支援等事業の内容」には、創業支援等事業の内容を具体的に記載する。 

5．「創業支援等事業の実施方法」には、創業支援等事業の実施に当たって市町村及びその

他の創業支援等事業を実施する者と連携を行う方法及び効果的な創業支援等事業の実施

に向けた効果検証の方法について記載する。 

6．「計画期間」には、計画の実施の始期及び終期を記載する。 
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様
式
第
四
十
二
（
第
４
３
条
関
係
）

様式第四十二（第43条関係）（平30内府総省財文科厚労農水経産国交環省令2・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令4・一部改正） 創業支援等事業計画の不認定通知書 年月日 市町村長名殿 主務大臣名 年月日付けで認定申請のあった創業支援等事業計画については、下記の理由により認定をしないものとします。 記 不認定の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第127条第4項のうち、認定をしない理由を具体的に記載する。  
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様
式
第
四
十
三
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第四十三（第44条関係）（平30内府総省財文科厚労農水経産国交環省令2・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令4・一部改正） 認定創業支援等事業計画の変更認定申請書 年月日 主務大臣名殿 市町村長名印 年月日付けで認定を受けた創業支援等事業計画について下記のとおり変更したいので、産業競争力強化法第128条第1項の規定に基づき認定を申請します。 記 1．変更事項 2．変更事項の内容 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 変更事項の内容については、変更前と変更後を対比して記載する。  
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様
式
第
四
十
四
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第四十四（第44条関係）（平30内府総省財文科厚労農水経産国交環省令2・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令4・一部改正） 認定創業支援等事業計画の変更不認定通知書 年月日 市町村長名殿 主務大臣名 年月日付けで変更認定申請のあった創業支援等事業計画については、下記の理由により認定をしないものとします。 記 不認定の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第127条第4項のうち、認定をしない理由を具体的に記載する。  
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様
式
第
四
十
五
（
第
４
５
条
関
係
）

様式第四十五（第45条関係）（平30内府総省財文科厚労農水経産国交環省令2・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令4・一部改正） 認定創業支援等事業計画の変更指示の通知書 年月日 市町村長名殿 主務大臣名 年月日付けで認定をした創業支援等事業計画については、下記の理由により変更を指示します。 記 変更を指示する理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第127条第4項のうち、変更を指示する理由を具体的に記載する。  
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様
式
第
四
十
六
（
第
４
６
条
関
係
）

様式第四十六（第46条関係）（平30内府総省財文科厚労農水経産国交環省令2・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令3・令元内府総省財文科厚労農水経産国交環省令4・一部改正） 認定創業支援等事業計画の認定取消し通知書 年月日 市町村長名殿 主務大臣名 年月日付けで認定をした創業支援等事業計画については、下記の理由により認定を取り消します。 記 認定を取り消す理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 （記載要領） 法第127条第4項のうち、認定の取消しの理由となっているものを具体的に記載する。  
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様
式
第
四
十
七
（
第
４
８
条
第
１
項
関
係
）
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様
式
第
四
十
八
（
第
４
８
条
関
係
）
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様
式
第
四
十
九
（
第
４
８
条
関
係
）
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第
４
８
条
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係
）
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様
式
第
五
十
の
二
（
第
４
８
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第
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係
）
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式
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五
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三
（
第
４
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第
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項
関
係
）
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様
式
第
五
十
一
（
第
５
２
条
関
係
）

様式第五十一(第52条関係) 

表 

  年  月  日発行第  号(  年  月  日まで有効) 

 

 職 名 氏 名 生 年 月 日  

   

 

 刻
印 

 

    

 

 

 

  産業競争力強化法第145条第1項による立入検査証 

 

 

(発 行 権 者)     印    

 

 

(写真) 

 

裏 

産業竸争力強化法抜粋 

 

第百四十五条 主務大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、第

二十一条の六第一項、第二十一条の十九第一項又は第三十七条第一項の規定による

指定を受けた者(以下この項において「指定金融機関等」という。)から革新的技術

研究成果活用事業活動支援業務、事業適応促進業務若しくは事業再編促進業務に関

し報告をさせ、又はその職員に、指定金融機関等の営業所若しくは事務所に立ち入

り、帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。 

2・3 (略) 

4 前三項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人

にこれを掲示しなければならない。 

5 第一項から第三項までの規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められた

ものと解してはならない。 

第百五十六条 次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為をした者は、三

十万円以下の罰金に処する。 

 一から三 (略) 

 四 第百四十五条第一項又は第二項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告

をし、又は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避したとき。 

 (備考)用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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